




当研究班は,未熟出身児 expremature child の追い上げ成長に関する研究,行動学的研究お

よび疾病に関する研究を目的としている。具体的には成長・発達の評価基準を決定するこ

と,未熟出身児を持つ家庭の親子関係,児の行動特性などを明らかにすること,随伴する発

達障害,好発する疾病の実態を明らかにすること等である。 

今年度はそのうち,各研究協力者により,ハイリスク新生児のoutcome scoreの作成,未熟出

身児の被虐待児症候群,未熟出身児を精神発達について分析し,発達の評価基準の基礎成績

の作成,未熟出身児(超未熟児)の生育状況の調査,双胎児の発達について,とくに乳児期か

ら 12 才までの follow up,LD・MBD における低出生体重児の考察,および双胎に伴う脳障害

の発生要因に関する検討等についての研究が行われたのでその概要を報告する。 

馬場は後障害として脳性麻痺をのこした例に対し,その危険因子を検討し,ハイリスク新生

児の out-come score の作成を試みた。カイ自乗検定法で選別された 30 項目の perinatal 

risk actorsにつき,更に脳性麻痺の有無に対し,カイ自乗検定を行ったところ,在胎週数30

週未満,Apgar score(0～4),敗血症・髄膜炎,無酸素性脳障害,頭蓋内出血,痙攣,低血糖の 7

項目が統計的に有意と判定され,これに母親の年令 40 才以上を加えた 8項目が重要度の高

い因子とみなされた。さらに重回帰分析を行って求めたハイリスク新生児の gutcome score

を合計すれば脳性麻痺発生の条件づき確率を表わすことになることを指摘している。次に,

馬場は,未熟児室出身児で被虐待児症候群と思われる症例を経験したので報告し,被虐待児

の中の未熟児室出身者についての検討を加えた。 


